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第 1 章　情報活用の世界

１. コンピューター・ネットワークの世界
情報＝コンピューター？

現代は情報化社会といわれています。新聞、雑誌やテレビはもちろんのこと、インターネットを通じても様々

な情報を簡単に手に入れることができます。このような社会の中で私たちは情報の波におぼれることなく、手

に入れた情報をうまく活用していく必要があります。専門の授業でも、社会のどんな情報をどのように読み取

るか、あるいは手に入れた情報をどのように処理して活用するかということが課題となります。

そのためにはコンピューターを使うのが便利です。データベースから情

報を手に入れる、手に入れた情報をまとめて表にする、グラフを作成して

データの特徴を視覚化する、データから得られたアイディアをレポートに

まとめる、意見をメールにして議論するなど、これらの作業はすべてコン

ピューター上で行われます。

このテキストは、情報を扱うための必要最低限のコンピューター技術に

ついて知ってもらうことを目的として作成しました。必ずしも「情報＝コ

ンピューター」ではありませんが、情報を活用していくときに欠かせない

のもコンピューターだからです。

インターネットとは？
ネットワークがあちこちにできてくる

と、それらのネットワークをお互いにつ

なげばもっと便利になると考えられます。

ネットワークとネットワークの間（inter-）

をつないだものがインターネットです。世

界中のコンピューターネットワークが次々

につながって、地球全体に網の目のように

広がる大規模なネットワークができ上がっ

ています。

この世界中にある無数のサーバーがクモ

の巣のように網目状に互いに結びついて、

それらのサーバーに登録されている Web

ページを相互に検索・表示できるシステムのことを WWW（World Wide Web）といいます。

利用者は Web ブラウザーソフトを使って、世界中の文字情報、映像、動画、音声といったいわゆるマルチメ

ディア情報を検索したり、閲覧することができます。

また、ホームページの文章中のある部分を選択すると、それに関連づけられた（リンクされた）ページや場

所にジャンプできる「ハイパーリンク」というしくみによって、一つの情報から、関連する別の情報へと際限

なくたどっていくことができます。

ネットワーク組織Ｂ

一般家庭のパソコン

インターネット・サービス・プロバイダー＊）

ネットワーク組織Ａ

＊）	 インターネット・サービス・プロバイダー（ISP：Internet Services Provider）
	 インターネットに接続する業者や団体のことをいいます。個人でインターネットを利用する場合はプロバイダーと契約し、

回線利用料金を支払う必要があります。
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２. ICT 活用事例

２. ICT 活用事例
情報通信技術 (ICT) の現状

令和４年版情報通信白書（以下「白書」）は、「情報通信白書刊行から 50 年～ ICT とデジタル経済の変遷～」

を特集テーマとして取り上げ、ICT 分野における我が国の現状と課題、今後の展望などを考察しています。

「過去 50 年間の情報通信分野の動向」を ICT の高度化とサービスの多様化、ICT を取り巻く国際情勢の変化

などの観点から 5 期に分けて振り返ると、ICT が 50 年をかけ、あらゆる社会・経済活動を支える、最も基幹的

なインフラとなってきたことがわかります。

出典：「令和４年版情報通信白書」（総務省）https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd110000.html　licensed under CC BY 4.0

今後の日本社会における展望としては、生産年齢人口の減少、地域経済の縮小、災害の激甚化、インフラの

老朽化、データ流通の一層の進展とトラヒック＊）の増加、消費電力の激増に伴う地球温暖化の加速など、社会的・

経済的な課題の深刻化が挙げられます。白書ではこのような社会的変化に対し、ICT がどのような役割をもち、

どのように変革に貢献できるかを整理しています。

例えば、生産年齢人口の減少による労働力の不足に対しては、ロボット・AI などを活用した業務の効率化やビッ

グデータの解析等による生産・流通過程の更なる効率化は、労働生産性の向上に貢献します。

ICT の普及により、テレワークなど時間や場所に囚われない働き方が選択できることや遠隔医療・遠隔教育

などが可能となることで、労働参加率の向上や地域活性化に貢献することができます。

多種多様なセンサー、固定カメラやドローンに搭載されたカメラの 4K・8K の高精細な映像、超高速かつ超

低遅延な 5G 回線など、ICT 技術を統合的に扱うことより、災害時には、河川の氾濫などの予測精度を高めて迅

速な避難指示を発出したり、避難情報などの提供を迅速かつ正確に行うなど、効率的で効果的な防災・減災を

実現することが期待されます。また、急速な社会インフラの老朽化が懸念される中、監視・管理業務においても、

リアルタイムで情報を取得したり、AI 技術を活用してデータを解析したりすることによって、高度なインフラ

維持管理・更新・マネージメントを行うことが可能となり、長期的には、社会資本の長寿命化の推進や維持管理・

更新費などのトータルコストの縮減・平準化が期待されます。

＊）トラヒック：通信回線やネットワーク上で送受信される信号やデータの量や密度のこと。

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/r04/html/nd110000.html
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インターネットによる情報の取得
検索エンジン

インターネット上の情報収集のツールに Google や

Yahoo!JAPAN といった、キーワードで Web サイトを検

索する「検索エンジン」サイトです。欲しい情報を素

早く的確に得るにはいくつかのコツがあります。

 	 詳しくは「第 3 章インターネットの情報収集

－「２. キーワード検索のコツ」40 ページを参照

してください。

RSS （ Really Simple Syndication / Rich Site Summary ）
RSS とは、Web サイトの記事やブログなどの更新情

報（タイトル、見出し、内容の要約、更新時刻など）を

RSS フィードと呼ばれる XML 形式で配信する技術のこ

とです。登録した Web サイトの配信情報は、RSS リー

ダーと呼ばれるツールを使用して自動的に取得します。

TwitterやFacebookなどのSNSやニュースのキュレー

ションアプリなどの登場で RSS の利用者は一時減少し

ていましたが、絶え間なく流れ込んでくるタイムライン

ではなく、必要な情報を自分でコントロールして取得で

きることから、最近は RSS が見直されてきています。

右図は、RSS フィードを RSS リーダー「feedly（フィー

ドリー）」に登録して表示する手順を示しています。

①登録する Web サイトの RSS フィード をクリック

し、②表示された XML ページの URL をコピーします。

③「feedly」の Web サイトを開き、コピーした URL を

登録します。④カテゴリの中から見たい RSS フィード

を選択すると、配信された更新情報が表示されます。

※	 RSS リーダーは feedly のほかに Inoreader、NewsBlur

などがあります。いずれも PC では Web ブラウザーで

使用しますが、スマートフォンでは、Android 版、iOS

版アプリがあります。

メールマガジン
メールを利用して発行される雑誌や新聞のようなもので、発行者が購読者に定期的にメールで情報を届ける

システムのことです。発行元に自分のメールアドレスを登録することによって、次回発行時から届くようにな

ります。メールマガジンで有名なサイトに「まぐまぐ !」があります。このサイトでは、カテゴリからメールマ

ガジンを検索して購読希望の登録をしたり、メールマガジンを発行する手続きや設定を無料で行えます。

④  RSSサイトを登録後、
配信情報を表示

① RSSフィード
をクリック

② URLをコピー

③登録
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インターネットで情報を発信・交換する
ホームページ

インターネットから情報を得るだけでなく、あなたが作ったホームページをインターネット上のサーバーに

送って、世界中に情報発信することができます。作成するには多少の Web の知識が必要になりますが、ワープ

ロのように Web ページを作れるアプリケーションソフトも多数あります。

ブログ（ウェブログ）
ブログとは、日記形式のWeb サイトのことで、誰でも簡単に自分のホームページを作成し、公開できること

から、普及してきました。ブログを運営しているサイトが掲示板のような Web 作成ツールを提供し、データも

管理してくれるので、Webの知識はほとんどいりません。

また、ブログ同士のリンクも自動で行えるので、ひとつのテーマに関連した記事が次々と繋がって、さまざ

まなコミュニティが形成されています。

SNS（ソーシャル ネットワーキング サービス）
SNS（Social Networking Service）とは参加者が互いに友人を紹介しあって、新たな交友関係を広げることを

目的にしたコミュニケーションツールです。自作の写真や動画、音楽、絵、小説、メッセージなどを SNS 上に

投稿することで、現実世界の枠を超えた多くの人々の共感を得るといったことが可能です。また、マーケティ

ングに活用したり、災害時の情報発信・収集メディアとしても重要性が高まっています。SNS の利用状況を基

に個人取引の信頼性を担保するなど、ほかのサービスとの連携も行われています。

SNS は情報の受発信が容易なこと、様々な情報がすぐに入手できることがメリットですが、近年、SNS を始

めとするプラットフォームサービス上での誹謗中傷やフェイクニュース、偽情報の拡散などが増加しています。

総務省の「プラットフォームサービスに関する研究会　第二次とりまとめ（令和４年８月）」＊ 1）では、SNS

における偽情報の拡散要因を次のように分析しています。

SNS における偽情報の拡散状況や人間の認知に関する分析結果
偽情報の拡散要因として、①メディアによる拡散、②人間の非合理性が指摘されている。
偽情報に関する Twitter 上の拡散状況を具体的に分析すると、似たような発信・拡散を行う人々の集まり・ネッ

トワーク（クラスター）が複数存在しており、主に陰謀論を発信するクラスター、偽情報を否定するクラスター、
面白おかしく反応するクラスターなどが存在している。また、それぞれのクラスターにおいて、政権支持・政権
批判を行う人々が積極的に拡散しているケースがみられる。偽情報に触れて積極的に拡散しているのは一部の人々
である可能性が指摘されている。

また、次のとおり、人間の非合理性が、偽情報の拡散に寄与するとの指摘がある。
確証バイアス：先入観の影響により、自らに都合のいい情報に触れると真実だと信じてしまう。
認知的均衡理論：人間には、好きと嫌いとの均衡状態を維持したいという心理があり、好きな人が好きなもの

を自分が好いている状態が安定状態、その逆が不安定な状態となる。偽情報に触れた際、真実性よりも認知的均
衡を保つために、好きな人の発言が偽情報であってもそれを信じてしまうことがある。

ソーシャルポルノ仮説：コンテンツを消費して快感を得ることが目的であり、ニュース等を見るときに、情報
を得ようという観点よりも楽しもうという観点を重視する態度。この観点により、偽情報が消費・拡散されるこ
とがある。

このような問題に対処するためには、プラットフォーム事業者等が信頼性の高い情報の流通を増やし、利用

者が容易にそれらを参照できるような環境を整備するとともに、ユーザー自身もファクトチェック＊ 2）できるよ

うに ICT リテラシー（デジタルリテラシー）を向上させることが重要です。

＊ 1）総務省　https://www.soumu.go.jp/main_content/000831345.pdf
＊ 2）ファクトチェック：問題となっている情報の内容の真偽、正確性を検証する方法。

https://www.soumu.go.jp/main_content/000831345.pdf
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主な SNS とソーシャルメディア

Facebook（フェイスブック）
アメリカ合衆国のメタ・プラットフォームズ（旧 : 

Facebook, Inc.）が提供するオンライン・ソーシャルメ

ディアおよびソーシャル・ネットワーキング・サービス。

2004 年にアメリカの大学生の交流サイトからはじま

り、日本語版は 2008 年に公開されました。Facebook

はユーザーの実名、本人の顔写真、実社会でのプロ

フィールの登録が義務づけられており、「匿名性」を排

除したリアルな友人関係同士の繋がりが特徴的です。実

名であることから、会社関係、取引先とも繋がっており、

ビジネスなどのフォーマルな用途で使われることが多

い SNS です。また、Facebook では、メッセンジャー機能

を使うことで特定の相手と個別にやり取りをすること

が可能です。

Instagram（インスタグラム）
Facebook と同じメタ・プラットフォームズが運営す

る、写真・動画共有ソーシャル・ネットワーキング・

サービス。Facebook との連携機能に強みがあり、利用

者データの共有や Facebook と同じターゲット広告の仕

組みを持っていますが、Instagram では匿名登録が可能

です。撮影した画像や動画は、いろいろなフィルター機

能で簡単に加工・編集することができ、投稿画像に位置

情報やコメント、ハッシュタグ＊）なども利用可能です。

Instagram に投稿すると、Facebook や Twitter など、他

の SNS と共有することができます。 

Twitter（ツイッター）
Twitter はミニブログ、マイクロブログといったカテ

ゴリに括られているコミュニケーション・サービスで、

2006 年に Obvious 社（現 Twitter 社）が開始しました。

Facebook のような認証システムはなく、匿名制が基本

です。ユーザーが 140 文字以内の「つぶやき」を投稿（ツ

イート）すると、「タイムライン」と呼ばれる場所に「フォ

ロー」（他ユーザーの投稿を自分のタイムラインに表示

すること）したユーザーの投稿と一緒に時系列順に表示

されます。また、フォローしていないユーザーの記事も

ハッシュタグ＊）やユーザー名（アカウント）で検索す

ることができるので、興味や関心で繋がることができま

す。

＊）ハッシュタグ：Twitter、Instagram、Facebook など SNS サービスの投稿メッセージにおいて、特定のキーワードやテーマの
前にハッシュマーク [#（半角シャープ）] を付けたもの。クリックして、同じハッシュタグがついた他の投稿を閲覧できる。
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YouTube（ユーチューブ）
YouTube は、 Google LLC が提供する世界最大のオン

ライン動画共有プラットフォームです。だれでも無料

で多くの動画を視聴することができます。ユーザー登

録（無料）をすれば動画の評価やコメントを投稿したり、

再生リストなどを作成することができます。YouTube

の検索などで直接視聴できるものもあれば、特定のサイ

トや URL の経由のみで視聴できる限定公開も可能です。

また、サブスクリプションベースのサービスもありま

す。例えば YouTube Premium に加入すると、動画に広

告が表示されなくなり、音楽のバックグラウンド再生

やオフラインでも視聴できる事前ダウンロードにも対

応しています。同時に音楽聞き放題の YouTube Music 

Premium も利用可能になります。

LINE（ライン）
LINE 株式会社（2013 年 4 月 1 日 NHN Japan 株式会

社より商号変更）が開発・運営しているアプリケーショ

ンサービスで、ユーザー同士であれば国内や海外、通信

キャリアなどを問わず、24 時間無料で音声通話やメッ

セージ交換が楽しめます。アクティブ率（DAU：LINE を

インストールしている人が、1 日に 1 回以上利用する率）

では、他の SNS と比べても、特に高い数字となっていま

す。

Skype（スカイプ）
Microsoft 社が開発・公開している音声通話ソフトで

す。登録者同士は、インターネットを通じてパソコンや

携帯端末で、音声通話やテレビ電話、文字によるチャッ

ト（右図）を無料で行なうことができます。文書ファイ

ルや写真など、サイズに制限なく無料で送受信できます。

また、Facebook のユーザーと Skype から直接ビデオ通

話ができます。
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生活密着型ツール
インターネットはとても便利な道具ですが、さまざまな危険も隠れていて、トラブルも少なくありません。

特に下記のようなツールを利用する場合は注意が必要です。

 	 詳しくは第 3 章インターネットの情報収集「３. インターネットで得た情報の評価」43 ページを参照し

てください。

インターネットショッピング（ネットショッピング / オンラインショッピング）
インターネット上に商店を構えた企業と一般消費者

の B to C (Business to Consumer) 型の取引形態で EC サ

イト＊）と呼ばれています。インターネット上で商品を

紹介し、受注、決済まで行います。オンライン書店か

ら始まった Amazon.co.jp は、1 社が独占的に提供する

EC サイトとしては日本最大です。「ワンクリック」とい

う 1 回のクリックで購入できる仕組みや、顧客が感想

を書く「カスタマーレビュー」制、一定の条件下では配

送料無料という戦略で取り扱い品目を増やしています。

この他、国内最大の電子商店街「楽天市場」も有名です。

ネットオークション
インターネット上で消費者同士が直接取引を行なう C 

to C（Consumer to Consumer）型の代表的な取引形態

です。出品者は Web サイト上に、商品、最低価格、入

札期限、配送・支払方法などの情報を掲載し、入札者

を待ちます。期限内の最高値を提示した入札者が商品

を落札し、後は本人同士が直接メール等で連絡を取り

合い、取引をします。このようなオークションを運営

しているサイトとしては、Yahoo!JAPAN のヤフオク！

が有名です。

※本学の情報処理実習室・自習室では、 オークションの入札

などは禁止です。 ご注意ください。

インターネットバンキング
インターネット上の銀行で、預金の残高照会、入出金照会、口座振込、振替えなどのサービスが行われています。

携帯電話でも利用できる銀行がほとんどです。PayPay 銀行や楽天銀行、ソニー銀行などは、店舗を持たないイ

ンターネット専業銀行で、ネット上での口座の開設、24 時間対応、振込手数料が無料か低額、メールによる入

金通知など、実店舗ではなかなかできないサービスも提供しているところが多いようです。

インターネットトレード / オンライントレード
インターネットを通じて行なう株取引。パソコンだけでなく、テレビやゲーム機、携帯電話からも取引でき

ます。ネット証券会社の Web サイトに接続し、オンラインで株の売買を行なう方式が一般的です。ネット証券

の手数料定額制（1 日に何度売買しても規定金額以内であれば定額）と小額投資の手数料無料化によって、個

人投資家が急増しています。中でも投機的な短期取引で生計を立てる個人投資家を「デイトレーダー」と呼ん

でいます。

＊）EC サイト	 electronic commerce site（エレクトロニック コマース サイト = 電子商取引サイト）
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３. 授業のサポート・ツール
本学Webサイトのトップページのメニューから①「学

生生活」をクリックして画面を下にスクロールし、「キャ

ンパスライフ」を表示します。②メニューから「学習

支援」をクリックして「学習支援一覧」を表示します。

ここでは、みなさんの学習や授業を支援するツールを

紹介します。

○ 教材ムービー・WEB 教材

○ 教材データベース（一部学内アクセスのみ）

○ dotCampus・Teams・Moodle  

教材ムービー・WEB 教材
学部別の講義・教材ムービー

学部ごとに講義の内容や教材を画像や動画で見ることができます。ここでは、法学部の「法制史教材－御裁

き指南」を紹介します。

①「学習支援一覧」から「教材ムービー・WEB 教材」

をクリックします。

②	「一般公開教材」の「教材一覧へ→」をクリックし

ます。

③	「法制史教材」から「教材ページへ→」をクリック

します

①クリック

②クリック

②クリック

③クリック

①クリック
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④	「法制史」の画面で「御裁き指南」をクリックします。

※「ヴァーチャル御白洲」のコンテンツは、2020 年 12月

31日にサポートが終了したAdobe Flash Playerで制作

されているため、現在は実行することができません。

⑤	「御裁き指南」では御裁きの根拠となる、法や刑罰

に関する史料を紹介しています。画像をクリックす

ると、

⑥	ポップアップ ウィンドウで大きな画像が表示され

ます。右上のサムネイルをクリックすると画面が切

り替わります。

教材データベース
①	「学習支援一覧」から「教材データベース（在学生・

教職員対象）」をクリックします。

②	右図の画面が表示されます。

	 各データベースの内容は次のとおりです。

④クリック

⑤クリック

⑥ポップアップ ウィンドウ

①クリック
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■シラバスデータベース

■人類学的資料データベース
・キーワード検索

・分野検索

	 アフリカの都市 / アフリカ民族誌（トゥルカナ） アフリカ民族誌（ムボテ） / 沖縄民俗誌（久高島）霊長類

学概論 / チンパンジー行動学 / マハレ国立公園の野生チンパンジー

■マクロ経済データベース
・マクロ経済データベース

・マクロ経済データベース（初心者用）

	 日本経済新聞社提供データを元に、神戸学院大学で独自に収集・分析したデータを付加したもの。

	 日経 NEEDS マクロ経済データ　（官公庁、各種業界団体などの発表データを元に、日本経済新聞社が独自

に集計したデータ）  

■化学教材データベース
・教材検索（キーワード・名称・コメント）

・科目、単元、項目検索

■医療薬学のためのマルチメディアデータベース
・調剤 	 （散剤・水剤・軟膏剤の調剤ビデオ）

・無菌製剤	（高カロリー輸液調製の具体的な手法について習得）

・服薬指導	（薬剤管理指導業務 - 服薬指導に必要な知識とポイント）

・病院製剤	（病院で行われている院内製剤の製法のビデオ）

・病院薬局	（病院薬局情報データベース）

・PPCP

■薬学教育のためのマルチメディア教育データベース
・試験問題データベース＊）	 ・就職指導用データベース＊）

・実験実習のマルチメディアデータベース	 ・学術講演データベース

・国家試験データベース＊）	 ・病院薬局情報データベース

・処方箋監査データベース	 ・組織学カラースライドデータベース

・薬品相互作用データベース

■植物標本データベース
・科名・国名検索

・科名検索

・あいまい検索（全文検索）

・標本番号で検索

＊）現在ご利用できません。
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dotCampus・Teams・Moodle
本学で導入している dotCampus（ドットキャンパス）・

Teams（チームズ）・Moodle（ムードル）は、先生から

皆さんへ資料を公開したり、皆さんがレポートを提出し

たり、先生から皆さんへ通知を送るといったことをイン

ターネット上で行えるシステムです。

どのシステムも基本的な機能は共通ですが、先生に

よって、あるいは科目によって利用されるシステムが

異なっていますので、シラバスや先生からの指示に従っ

て各システムを利用してください。

dotCampus へのログイン
①「学習支援一覧」から「dotCampus( 在学生・教職

員対象 )」をクリックします。

② dotCampus のログイン画面（右図）が表示される

ので、ユーザー名とパスワードを入力して、

③「ログイン」をクリックします。

Teams へのログイン
①「学習支援一覧」から「Office365」をクリックします。

② Microsoft のサインイン画面（右図）が表示される

ので、メールアドレスを入力して「次へ」をクリッ

クします。

③「神戸学院大学 SSO システム」ログイン画面が表示

されるので、ユーザー名とパスワードを入力して、

④「ログイン」ボタンをクリックします。

Moodle へのログイン
①「学習支援一覧」から「Moodle( 在学生・教職員対象 )」

をクリックします。

②「神戸学院大学 SSO システム」ログイン画面（右図）

が表示されるので、ユーザー名とパスワードを入力

して、

③「ログイン」ボタンをクリックします。

	 レポートの提出方法については、「第 5 章レポートの作成と提出 133 ページを参照してください。

Teams

Moodle

dotCampus
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